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Ⅰ 調査概要 

 
１．調査の目的 

本調査は、小城市における男女共同参画に関する意識と実態を把握し、今後の男女共同参画社会

の実現に向けた施策の基礎資料とする。 

 

 

２．調査の実施方法 

 

（１）調査方法 学校での配布回収 

 

（２）調査期間 令和 3 年 1 月 26 日～令和 3 年２月１５日 

 

（３）調査対象 小城市内の中学校に通学する中学２年生及び小中一貫校に通学する８年生 

 

（４）回収結果 

調査対象者数 有効回答数 有効回答率 

396 人 365 人 92.2% 

 

（５）調査項目 

１．回答者の属性 

２．男女共同参画について 

３．家庭について 

４．恋人どうしの交際について 

５．自由意見 

 
 

３．報告書利用上の注意 

○ 端数処理の関係上、構成比（％）の計が 100％とならないことがあります。 

○ 図表の構成比（％）は小数第 2 位以下を四捨五入したものです。 

○ 複数回答の設問は、すべての構成比（％）を合計すると 100％を超える場合があります。 

○ 図表の「H17」は平成 17 年度、「H27」は平成 27 年度、「R2」は令和 2 年度を表してい

ます。 

 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 調 査 結 果 
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Ⅱ 調査結果 

 

１．回答者の属性  
 

 

「女性」が 51.8％、「男性」が 47.1％となっています。 

 

 

 

「核家族」が 70.4％で最も高く、次いで「三世代家族」26.3％、「その他」2.5％の順となって

います。 

 

 

 

  

（１）性別 

（２）家族構成 
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「２人」が 43.3％で最も高く、次いで「３人」35.3％、「４人以上」12.1％の順となっていま

す。 

 

  

（３）兄弟姉妹 
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２．男女共同参画について  
 

 

①男女共同参画社会基本法 

「聞いたことがない」が 84.9％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

11.2％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」3.0％の順となっています。 

性別による大きな差異は見られません。 

 

 

②ジェンダー 

「聞いたことがない」が 66.3％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

20.0％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」13.2％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがない」と回答した割合は、男性（77.3％）が女性（57.7％）よ

り 19.6％高くなっています。 

 

（４） これらの言動や内容を知っていますか。 
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③ワーク・ライフ・バランス 

「聞いたことがない」が 81.1％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

13.4％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」3.3％の順となっています。 

性別による大きな差異は見られません。 

 

 

④ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ) 

「聞いたことがあり、内容まで知っている」が 55.1％で最も高く、次いで「聞いたことがない」

27.4％、「聞いたことはあるが、内容は知らない」17.0％の順となっています。 

性別による大きな差異は見られません。 
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⑤デートＤＶ 

「聞いたことがあり、内容まで知っている」が 37.5％で最も高く、次いで「聞いたことがない」

34.0％、「聞いたことはあるが、内容は知らない」27.1％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがない」と回答した割合は、男性（40.1％）が女性（29.1％）よ

り 11.0％高くなっています。 

 

 

⑥ＤＶ防止法 

「聞いたことはあるが、内容は知らない」が 41.4％で最も高く、次いで「聞いたことがない」

39.7％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」18.6％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがない」と回答した割合は、男性（43.6％）が女性（37.0％）よ

り 6.6％高くなっています。 
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⑦女性活躍推進法 

「聞いたことがない」が 76.2％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

18.1％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」4.4％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがない」と回答した割合は、男性（82.6％）が女性（72.0％）よ

り 10.6％高くなっています。 

 

 

⑧ＬＧＢＴ(ＬＧＢＴｓ) 

「聞いたことがない」が 53.7％で最も高く、次いで「聞いたことがあり、内容まで知っている」

32.9％、「聞いたことはあるが、内容は知らない」12.3％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがあり、内容まで知っている」と回答した割合は、女性（40.2％）

が男性（23.3％）より 16.9％高くなっています。 
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⑨セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 

「聞いたことがあり、内容まで知っている」が 67.9％で最も高く、次いで「聞いたことはある

が、内容は知らない」19.2％、「聞いたことがない」12.6％の順となっています。 

性別による大きな差異は見られません。 
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男女共同参画に関する言葉の周知度では、「男女共同参画社会基本法」「ワーク・ライフ・バラン

ス」については、「聞いたことがない」と回答した人の割合が、80%を超えています。 

一方、「ドメスティック・バイオレンス」「デートＤＶ」「ＤＶ防止法」「セクシュアル・ハラスメ

ント」については、『聞いたことがある』（「聞いたことがあり、内容まで知っている」+「聞いたこ

とはあるが、内容は知らない」）と回答した人の割合が、60%以上です。 
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①家庭生活 

「平等」が 70.7％、『男性の方が優遇されている』（「男性の方が非常に優遇されている」+「ど

ちらかといえば男性の方が優遇されている」）14.0％、『女性の方が優遇されている』（「女性の方

が非常に優遇されている」+「どちらかといえば女性の方が優遇されている」）6.0％となっていま

す。 

性別で見ると、「平等」と回答した割合は、男性（77.9％）が女性（65.6％）より 12.3％高く

なっています。 

 

H17 と H27、R2 の調査を比較すると、「平等」と回答した人の割合は H17（55.3％）、H27

（68.0％）、R2（70.7％）と高くなってきています。 

 

 

  

1.9

2.5

3.6

12.1

11.1

20.0

70.7

68.0

55.3

4.9

5.7

5.6

1.1

0.5

1.2

6.8

11.8

13.0

2.5

0.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2（n=365）

H27（n=441）

H17（n=499）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
無回答

（５） 次にあげる分野で、男女は平等だと思いますか。 
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②学校生活 

「平等」が 71.2％、『女性の方が優遇されている』15.9％、『男性の方が優遇されている』3.3％

となっています。 

性別で見ると、「平等」と回答した割合は、女性（78.3％）が男性（64.0％）より 14.3％高く

なっています。また、「女性の方が優遇されている」と回答した割合は、男性（23.9％）が女性（8.4％）

より 15.5％高くなっています。 

 

 

H27 と R2 の調査を比較すると、「平等」と回答した人の割合は H27（62.8％）、R2（71.2％） 

と 8.4％高くなっています。 

 

 

 

 

  

0.8

1.1

1.4

2.5

6.1

6.0

71.2

62.8

59.3

13.4

10.2

10.4

2.5

2.7

3.4

7.4

16.6

18.2

2.2

0.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2（n=365）

H27（n=441）

H17（n=499）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
無回答
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③法律・制度上 

「平等」が 61.1％、『男性の方が優遇されている』8.2％、『女性の方が優遇されている』7.7％

となっています。 

性別で見ると、『女性の方が優遇されている』と回答した割合は、男性（9.9％）が女性（5.3％）

より 4.6％高くなっています。 

 

H27 と R2 の調査を比較すると、大差ないものの「平等」と回答した人の割合は H27（57.8％）、

R2（61.1％）と 3.3％高くなっています。 

 

 

  

1.6

0.9

6.6

10.0

61.1

57.8

7.7

5.2
1.8

20.5

23.4

2.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2（n=365）

H27（n=441）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
無回答
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④慣習・しきたり 

「平等」が 50.7％、『男性の方が優遇されている』17.3％、『女性の方が優遇されている』4.1％

となっています。 

性別で見ると、「男性の方が優遇されている」と回答した割合は、女性（19.6％）が男性（14.5％）

より 5.1％高くなっています。 

 

H27 と R2 の調査を比較すると、『男性の方が優遇されている』と回答した人の割合は R2

（17.3％）が H27（12.0％）より 5.3％高くなっています。 

 

  

4.1

2.0

13.2

10.0

50.7

52.2

3.3

4.3

0.8

0.5

25.8

30.4

2.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2（n=365）

H27（n=441）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
無回答
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⑤社会全体 

「平等」が 43.6％、『男性の方が優遇されている』20.5％、『女性の方が優遇されている』10.1％

となっています。 

性別で見ると、「平等」と回答した割合は、男性（45.9％）が女性（41.8％）より 4.1％高くな

っています。また、「男性の方が優遇されている」と回答した割合は、女性（23.8％）が男性（17.5％）

より 6.3％高くなっており、「女性の方が優遇されている」と回答した割合は、男性（13.9％）が

女性（6.3％）より 7.6％高くなっています。 

 

H17 と H27、R2 の調査を比較すると、『男性の方が優遇されている』と回答した人の割合が

H17（33.1％）、H27（23.1％）、R2（20.5％）と低くなってきています。 

H27 と R2 の調査を比較すると、『女性の方が優遇されている』と回答した人の割合が、R2

（10.1％）が H27（6.3％）より 3.8％高くなっています。 

 

 

  

3.8

5.4

6.0

16.7

17.7

27.1

43.6

45.4

27.1

9.0

4.3

4.0

1.1

2.0

0.8

23.3

24.7

33.9

2.5

0.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2（n=365）

H27（n=441）

H17（n=499）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
無回答
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①「女は女らしく、男は男らしく」という考え方 

『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）が 28.8％、「どちらともいえない」27.1％、『反

対』（「反対」+「どちらかといえば反対」）41.9％となっています。 

性別で見ると、『賛成』と回答した割合は、男性（39.0％）が女性（20.2％）より 18.8％高く、

『反対』と回答した割合は、女性（51.9％）が男性（29.7％）より 22.2％高くなっています。 

 

 

②「結婚は個人の自由であるから、してもしなくてもどちらでもよい」という考え方 

『賛成』が 81.0％、「どちらともいえない」14.8％、『反対』1.9％となっています。 

性別で見ると、『賛成』と回答した割合は、女性（90.5％）が男性（70.3％）より 20.2％高く

なっています。 

 

  

（６） あなたは、次の考え方についてどう思いますか。 
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③「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方 

「どちらともいえない」が 32.1％、『反対』54.8％、『賛成』10.7％となっています。 

性別で見ると、『反対』と回答した割合は、女性（63.0％）が男性（44.8％）より 18.2％高く、

『賛成』と回答した割合は、男性（14.5％）が女性（7.4％）より 7.1％高くなっています。 
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⑤「女性も男性も役割分担して、家事・育児・介護をした方がよい」という考え方 

『賛成』が 79.2％、「どちらともいえない」14.5％、『反対』4.1％となっています。 

性別で見ると、『賛成』と回答した割合は、女性（85.2％）が男性（72.1％）より 13.1％高く

なっています。 
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「子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと職業をもち続ける方がよい」が 46.8％で

最も高く、次いで「子どもができたら職業をやめ、大きくなったらふたたび職業をもつ方がよい」

21.6％、「わからない」19.5％の順となっています。 

性別で見ると、「子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと職業をもち続ける方がよい」

と回答した割合は、女性（57.7％）が男性（34.9％）より 22.8％高くなっています。また、「子

どもができたら職業をやめ、大きくなったらふたたび職業をもつ方がよい」と回答した割合は、男

性（23.8％）が女性（19.0％）より 4.8％高くなっています。 

 

H27 と R2 の調査を比較すると、大きな差異はありません。 

 

 

  

46.8

46.0

26.7

21.6

21.5

23.2

6.8

6.1

14.2

1.6

3.2

11.6

1.1

0.5

1.4

19.5

20.6

22.6

2.5

2.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2（n=365）

H27（n=441）

H17（n=499）

子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと職業をもち続ける方がよい
子どもができたら職業をやめ、大きくなったらふたたび職業をもつ方がよい
子どもができるまでは、職業をもつ方がよい
結婚するまでは職業をもつ方がよい
女性は職業をもたないで、家事に専念する方がよい

（７） あなたは、一般的に女性が職業を持つことについて、どう思いますか。 
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「ない」が 47.7％で最も高く、次いで「ある」27.1％、「わからない」22.5％の順となってい

ます。 

性別で見ると、「ある」と回答した割合は、女性（32.8％）が男性（19.2％）より 13.6％高く

なっています。 

 

H27 と R2 の調査を比較すると、「ない」と回答した人の割合は、R2（47.7％）が H27（50.6％）

より 2.9％低くなっています。 

※設問について、H27 と H17 は「親や他の大人から」で、R2 は「家族や先生などから」とな

っています。 

 

 

 

 

  

27.1

27.0

36.5

47.7

50.6

41.7

22.5

22.0

20.6

2.7

0.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2（n=365）

H27（n=441）

H17（n=499）

ある ない わからない 無回答

（８） 家族や先生などから「男の子だから、女の子だから」と言われて嫌な気持ちになったこ

とがありますか。 
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３．家庭について  
 

 

①掃除 

「母親」が 53.4％で最も高く、次いで「両親」18.9％、「自分や兄弟姉妹」9.0％の順となって

います。 

 

 

②食事のしたく 

「母親」が 74.8％で最も高く、次いで「両親」11.2％、「その他の家族」5.5％の順となってい

ます。 

 

 

③食事の後片付け、食器洗い 

「母親」が 49.9％で最も高く、次いで「自分や兄弟姉妹」19.2％、「両親」17.0％の順となっ

ています。 

 

（９） あなたの家庭では、次のことを主に誰が行っていますか。 
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④ごみだし 

「母親」が 32.3％で最も高く、次いで「父親」26.8％、「両親」14.5％の順となっています。 

 

 

⑤育児 

「両親」が 46.6％で最も高く、次いで「母親」39.2％、「行わない」9.9％の順となっています。 

 

 

⑥授業参観 

「母親」が 43.0％で最も高く、次いで「両親」40.3％、「行わない」13.4％の順となっていま

す。 
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⑦個人面談 

「母親」が 71.2％で最も高く、次いで「両親」11.5％、「行わない」9.6％の順となっています。 

 

 

⑧祖父母などの世話（介護） 

「行わない」が 57.0％で最も高く、次いで「両親」18.9％、「母親」13.7％の順となっていま

す。 

 

 

⑨子どもクラブ・育成会等の地域活動行事 

「母親」が 38.1％で最も高く、次いで「行わない」30.4％、「両親」19.7％の順となっていま

す。 
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「できている」が 81.4％で最も高く、次いで「わからない」12.3％、「できていない」5.2％の

順となっています。 

 

 

 

 

「見たことはない」が 61.6％で最も高く、次いで「ときどき見る」30.4％、「よく見る」6.3％

の順となっています。 

性別で見ると、「見る」と回答した割合は、女性（43.9％）が男性（28.5％）より 15.4％高く

なっています。 

 

 

  

（１０） あなたは、家で安心感を持って生活できていますか。 

（１１） あなたは、家の中で両親などのけんか（暴力や暴言など）を見ることがありますか。 
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「相談しない（相談したくない）」が 67.9％で最も高く、次いで「わからない」23.1％、「相談

したい」7.5％の順となっています。 

性別で見ると、「相談したい」と回答した割合は、女性（9.6％）が男性（2.0％）より 7.6％高

くなっています。 

 

 

 

 

 

  

（１２） 【⑪で「（1）よく見る」「（2）ときどき見る」と答えた人にお聞きします。】あなた

は、誰かにそのことを相談したいと思いますか。 
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４．恋人どうしの交際について  
 

 

①SNS などの返信が遅いといつも怒る 

「へんだと思う」が 76.2％、「別にへんだと思わない」が 23.3％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、男性（82.0％）が女性（72.0％）より 10.0％

高くなっています。 

 

 

②SNS などを勝手に見たり、消したりする 

「へんだと思う」が 85.5％、「別にへんだと思わない」が 14.0％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、女性（88.4％）が男性（82.0％）より 6.4％

高くなっています。 

 

 

  

（１３） 恋人どうしの交際について、次のような関係をどう思いますか。 
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③だれとどこにいたのか、しつこく聞く 

「へんだと思う」が 78.1％、「別にへんだと思わない」が 21.4％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、男性（82.6％）が女性（74.1％）より 8.5％

高くなっています。 

 

 

④友人とのつきあいをいやがったり、禁止したりする 

「へんだと思う」が 87.7％、「別にへんだと思わない」が 11.8％となっています。 

 

 

⑤相手の言うことを聞かないと不機嫌になる 

「へんだと思う」が 84.9％、「別にへんだと思わない」が 14.5％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、女性（87.8％）が男性（81.4％）より 6.4％

高くなっています。 
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⑥相手がいやがっているのに無理やりキスしたり、体をさわったりする 

「へんだと思う」が 97.0％、「別にへんだと思わない」が 2.5％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、女性（98.9％）が男性（94.8％）より 4.1％

高くなっています。 

 

 

⑦別れ話をしてもしつこくつきまとったり、いやな内容のメールなどを送ったりする 

「へんだと思う」が 97.3％、「別にへんだと思わない」が 2.2％となっています。 
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５．自由意見  
 

 

 

NO 性別 意見 

1 男性 わかんない 

2 その他 男女で分けたような解答ばかり用意されていて、どちらで答えればよいかわか

らない。答えの枠に男女の文字がない方が、一人間としての方が答えやすい

し、現在進行形の質問ばかりなので過去も含める解答がほしいと思った。男女

平等のまえに、男女という分け方、呼び方、答え方、記入をやめるべき 

3 男性 男女平等な社会が実現できるようにしたいです。 

4 女性 生理用品の値下げ、無しょう化→会社などで女だからという理由で昇格できな

かったり、男性よりも収入が少ないということがあるのに、男性よりもお金を使

わないといけないのはすごく不便。他の国では無しょう化している国もある。経

済的に厳しいと思うけど、やりくりが大変なので気にして欲しいです。 

5 女性 男女びょうどう。 

6 女性 政治家の女はダメという考え方はおかしいと思う。 

7 男性 初めて聞いたから、もっとメディア（テレビ）を通して、全国に発信すればいいと

思う。 

8 女性 男女とくっきり分けるのではなく違和感をもったりしている人がいるから「どんな

人も」平等になってほしい 

9 男性 男女は平等であるべきだと思います。 

10 男性 みんなが自分らしく生きやすい世界になってほしいです。 

11 女性 校則などについて、まず、男女で制服を分けるのは性の多様性という面からよ

ろしくないと思う。また、それに関する校則も同じ理由で改正するべき。また、

校則で、たびたび「中学生らしい」という言葉が使われているが、「中学生らし

い」という意味が分からない。個人の自由・多様性を大切にする時代なのに

「〇〇らしい」などと言われると、それを押し付けられる気持ちになる。そして、

制服に「移こう期間」があることについて、人それぞれ感じ方は違うのに、強制

的に移こうさせるのは多様性、個人差を認めていないことになり、改正するべ

き。 

12 男性 平等な世界を 

13 女性 日本は昔から社会的地位が高いのは男という風習があり、年配の方はそうい

う風習が普通ですが若い人は平等という考え方を持つ人が多いので、今の風

習に慣れてほしいなと思います。 

（１４） 男女共同参画などについて、何かご意見がありましたら、お聞かせください。 
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NO 性別 意見 

14 女性 男だから女だからこわいとかそういう考えをわざわざ言う人がいます。正直意

味がわからないです。性別とかじゃなくて人として見てほしい。少なくとも私より

苦しんでいる方々は世界中にいらっしゃいます。若者の方が男女平等がうけ

いれるというよりあたりまえなのです。辛い思いをしている方々を助けてくださ

い。つらいんです。 

15 女性 時と場合によると思う 

16 女性 旦那が世間体ばかり良く、家族の子どもの事に無関心で家事や買い物や自分

自身の片付けができない。生活している家族に負担があるのに気付かない。

「俺は仕事をしている」と言って聞いていない。家事・育児に他からみればして

いる様にみせるところが、子ども達が受診している担当の先生も病気なので病

院を紹介してくれると言われているが、旦那自身が自覚なく困っています。父

親がいると子ども達は母親の部屋に来て、まったく改善がなく子どもの前でも

母親の体をさわってくる。 

17 男性 （13）問 3「だれとどこにいたのか、しつこく聞く」→しつこくなければへんだと思

わないです。 

問 5「相手の言うことを聞かないと不機嫌になる」→「相手の」？「相手が」？ 

（6）問 3「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方→夫、妻共にいつ死ぬ

かわからない為、夫・妻共に外で働くがよいと思います。 

（9）問 3「食事の後片付け、食器洗い（は誰が主に行っているか）→子も行いま

す。 

18 男性 ＬＧＢＴを一般にすべき。レズビアンだからやゲイだからやバイセクシャルだか

らとかトランスジェンダーなどと自分のあたりまえを否定されてそれで苦しんで

いる人達をさらに世間という集団で差別するのはまちがい。みんなで心を理解

してあげるべき。そしてＤＶなども同じで自分はキズつきたくないという理由で

ひがい者をみすてるのもぜったいにまちがい。見つけたら助けてあげるべき。

また、父だから家事をしないではなく親なら子どもたちの世話もしてあげるべ

き。子どもの見本になるのが親だと思う。そして親の身勝手な子をすてるべき

ではない。 

19 男性 男性と女性が平等になる社会をつくりましょう。 
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